
NO.118（9） 日 高 市 議 会 だ よ り

空
き
校
舎
の
利
活
用
の
検
討
に

透
明
性
あ
る
市
民
参
加
を

�

松
尾　

万
葉
香

小
畔
川
河
川
改
修
事
業
に
よ
る

治
水
対
策

�

山
田　

一
繁

一
般
質
問
の
要
旨

小畔川の河川改修

出典：消費者庁・他４省庁

香害の啓発ポスター

問　

来
年
度
よ
り
、
武
蔵

台
・
高
根
・
高
麗
の
小
・
中

学
校
の
統
合
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
空
き
校
舎
の
活
用
は
、

そ
の
地
域
を
今
後
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て
い
く
か
を
方

向
づ
け
る
重
要
な
議
論
で
あ

り
、
地
域
住
民
か
ら
も
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

住
民
ニ
ー
ズ
を
汲
み
な
が
ら
、

意
欲
あ
る
事
業
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
協
働
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
、
市
民
参
加

の
機
会
は
。

答　

今
年
度
は
、
市
民
３
千

人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
。
令
和
５
年
度
は
、

市
民
懇
談
会
と
、
事
業
者
対

象
の
話
し
合
い
や
調
査
を
平

行
し
て
実
施
す
る
。

問　

検
討
過
程
を
つ
ま
び
ら

か
に
公
開
し
透
明
化
を
図
る

こ
と
が
、
住
民
の
納
得
感
や

今
後
の
地
域
づ
く
り
へ
の
活

力
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　

段
階
に
応
じ
て
積
極
的

に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

�

小
・
中
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
つ
い
て

問　

公
立
の
義
務
教
育
諸
学

校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
を
受
け
、
令
和
６
年

ま
で
に
教
職
員
の
残
業
時
間

を
月
45
時
間
に
削
減
す
る
目

標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

在
校
時
間
の
み
を
対
象
に
し

て
い
る
が
、
家
に
持
ち
帰
り

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
先
生
が

大
半
で
あ
る
。
残
業
時
間
の

実
態
把
握
が
必
要
で
は
。

答　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
等

で
の
調
査
を
検
討
す
る
。

問　

登
下
校
の
支
援
に
つ
い

て
、
国
は
教
師
が
担
う
必
要

は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
実

際
は
先
生
方
の
多
く
の
時
間

が
割
か
れ
て
い
る
。
保
護
者

に
理
解
や
協
力
を
求
め
る
べ

き
で
は
。

答　

必
要
に
応
じ
て
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
で

周
知
及
び
啓
発
を
行
っ
て
い

く
。

　

�

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
へ

の
配
慮
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
の
マ
ス
ク
着
用

の
是
非
に
つ
い
て
は
色
々
な

考
え
が
あ
る
が
、
市
の
見
解

は
。

答　

マ
ス
ク
を
「
し
た
い
」

「
し
た
く
な
い
」「
で
き
な
い
」

い
ず
れ
の
子
ど
も
に
と
っ
て

も
、
学
校
生
活
が
息
苦
し
い

も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
指

導
・
配
慮
に
努
め
た
い
。

問　

他
人
の
衣
類
か
ら
香
る

柔
軟
剤
等
の
香
料
に
よ
る
身

体
症
状
に
苦
し
む
子
ど
も
が

い
る
が
、
対
応
は
。

答　

保
護
者
に
向
け
て
、
学

校
だ
よ
り
や
保
健
だ
よ
り
等

を
通
じ
啓
発
し
て
い
く
。

問　

一
級
河
川
、
小
畔
川
の

別
所
橋
か
ら
境
橋
間
の
河
川

改
修
事
業
の
計
画
は
。

答　

県
の
計
画
内
容
は
、
別

所
橋
か
ら
境
橋
ま
で
の
約
600

ｍ
の
区
間
を
現
在
の
川
幅
の

平
均
約
10
ｍ
か
ら
21
．
４
ｍ

に
拡
幅
し
、
両
側
に
は
３
ｍ

の
管
理
用
通
路
を
築
造
す
る
。

総
幅
員
は
27
．
４
ｍ
と
す
る
。

河
川
の
護
岸
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
積
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

し
た
上
で
表
面
を
土
で
覆
い
、

自
然
に
配
慮
し
た
仕
上
が
り

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
河
川
周
辺
の
治
水

対
策
の
強
化
が
図
れ
る
。

問　

今
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

答　

関
係
す
る
地
権
者
か
ら

用
地
を
取
得
す
る
た
め
用
地

測
量
に
着
手
し
、
併
せ
て
改

修
に
必
要
と
な
る
土
地
の
調

査
を
実
施
す
る
。

　

�

来
春
開
校･

武
蔵
台
小
・

中
学
校

問　

哲
学
者
カ
ン
ト
は
「
ヒ

ト
は
教
育
に
よ
っ
て
人
間
に

な
る
」
と
言
う
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

の
充
実
こ
そ
最
重
要
課
題
で

あ
る
。
来
年
令
和
５
年
度
よ

り
武
蔵
台
地
区
、
６
年
度
に

高
根
地
区
、
７
年
度
に
高
麗

地
区
で
施
設
一
体
型
義
務
教

育
学
校
が
開
校
す
る
。
高
麗

川
・
高
萩
・
高
萩
北
地
区
で

は
、
令
和
７
年
度
に
施
設
分

離
型
小
中
一
貫
教
育
校
が
開

校
す
る
が
、
本
市
が
取
り
組

む
小
中
一
貫
教
育
の
特
色
は
。

答　

学
校
と
地
域
の
緊
密
な

連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
点

が
大
き
な
利
点
と
考
え
る
。

最
大
の
特
色
は
、
小
中
共
通

の
目
標
を「
目
指
す
15
才
像
」

と
定
め
る
こ
と
で
、
義
務
教

育
９
年
間
の
系
統
性
や
連
続

性
が
担
保
さ
れ
、
小
学
校
か

ら
中
学
校
へ
滑
ら
か
に
接
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　
「
目
指
す
15
才
像
」
は

各
地
区
に
よ
り
表
現
が
異
な

る
が
、
全
地
区
・
全
校
に
共

通
す
る
目
指
す
人
物
像
の
核

と
な
る
も
の
は
何
か
。

答　

教
育
の
役
割
と
は
、
社

会
に
出
て
独
り
立
ち
で
き
る

自
立
す
る
力
と
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す

る
利
他
の
心
を
培
う
こ
と
。

昨
年
度
、
日
高
市
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
「
自
ら
の
力
と
人

と
の
絆
で
未
来
を
つ
く
る
日

高
の
教
育
」
と
定
め
た
。
自

ら
の
夢
を
持
ち
、
人
と
の
絆

を
深
め
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
着
実
に
学
び
や
経
験
を
積

み
、
明
る
い
未
来
を
創
造
で

き
る
人
を
育
む
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
、
全
地
区
・
全
校

に
共
通
す
る
人
物
像
の
核
で

あ
る
と
考
え
る
。


